
【資料２】

中間市第５次総合計画（素案）に関する意見・質問票に対する回答（第４回審議会） 

No  頁 質問・意見 回答  修正前 修正後 

1 
パブ
コメ 

11 

将来像 

将来像として「夢のあるまち なかま」とありま
すが、夢を見ることは自由であり、誰にでもできる
ものなので、政策を実践していくことにより「夢の
かなうまち なかま」「夢をかなえるまち なかま」
を目指すとする方が市の将来像のビジョンとして
はインパクトがあると考えますがいかがでしょう
か。 

貴重なご意見ありがとうございます。ご指摘いた
だいたとおり「夢のかなうまち」「夢をかなえるま
ち」のような表現の方が、夢を見るだけで終わって
しまうという印象にならず大きな可能性を秘めて
いるというポジティブな印象を持っていただける
と考えられますので、「夢がかなうまち なかま」「夢
をかなえるまち なかま」にすることについて、審
議会に諮ってまいります。 

No.4 参照 No.4 参照 

2 
パブ
コメ 

23 

施策５「教育」 

教育は未来への投資であり、中間市があり続け
るためにも重要な要素であると考えます。教育に

な関心事である学校再編の記載もあり、中間市が
それだけ教育に力を注いでいくという強いメッセ
ージではないかと思います。また、学校再編という
大きな課題がある中、子供たちにより良い学習環
境を提供すべく中間市に関わる皆さんが一丸とな
って取り組んでいくことが大事だと思います。こ

しまったことには大いに疑問を感じます。これで
は学校再編に向けた取り組みにも遅れが出てしま
うのではないでしょうか。市と市議会がそれぞれ

あるべき姿だと思います。 

貴重なご意見ありがとうございます。多くのみな
さんが学校再編について非常に高い関心をお持ち
であることは認識しておりますことから、本計画に
も教育に関する事項として学校施設の再編に関し
触れているところであり、中間市の未来を拓く人材
を育てるための取組を鋭意進めてまいります。 

3 
パブ
コメ 

23 

施策５「教育」 

全国的な問題として少子・高齢化社会が見込ま
れていますが、中間市がこれから生き残っていく
ためには、教育に特化するべきだと思います。現
在、学校の再編について色々な話を耳にすること
がありますが、魅力ある学校って何だろうと考え
た結果、「学力が高い」「安心して通える環境」だと

貴重なご意見ありがとうございます。ご意見にあ
りますように高い学力が一つの魅力となり、これを
契機とする移住も十分に考えられます。学力の向上
を図ることも重要ですし、豊かな心を育成すること
も重要です。将来を担う子どもたちが安心して学び
生活できるよう、ソフト面とハード面から教育環境
を構築してまいります。 
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私は思いました。 
中間市の学力が全国的に見てどのくらいの水準
かわかりませんが、近隣にはないほどの学力にな
れば高い教育を受けさせたい親たちが自然と住む
ようになり、若い世代の人たちで中間市もにぎわ
うのではないでしょうか。 
学校再編に関するチラシを見る機会がありまし
たが、何が真実なのか正直わかりません。この総合
計画で教育に関する取り組みが色々と書かれてい
ますので、将来の子どもたちにとって最適な教育
環境を整えてあげられるようなものとなることを
期待しています。 

4 
関係
者の
意見 

11 

将来像 

文章を以下のように修正してはいかがでしょう
か。 

（原文） 
1977（昭和 52

を守り、「豊かなまちづくり」を進めていこうとい
うものです。「豊かなまちづくり」には「住みたく
なるまちづくり」の意味が込められており、その指
標とされるべきものとして、心に潤いを持たせ、豊
かな心を育んでいくための手がかりを見つけてく
れるものとされています。
この「住みたくなるまちづくり」を目指すには、
中間市に「夢」が持てるまち、「夢」がつまったま
ちであるべきだと考えています。 

将来像の実
現に向け、自然環境や立地を活かしながら、温故知
新を旨として、経済や社会の変化に即し、限られた
行政資源を有効活用しつつ、将来に亘って持続可
能な「夢のあるまちなかま」を目指したまちづくり
を進めます。 
↓ 

右記のとおり修正したいと考えます。 豊かな水源とともに織りなされた歴史と文化の
「夢のあるまち なかま」

（中略） 
1977（昭和 52

を守り、「豊かなまちづくり」を進めていこうとい
うものです。「豊かなまちづくり」には「住みたく
なるまちづくり」の意味が込められており、その
指標とされるべきものとして、心に潤いを持た
せ、豊かな心を育んでいくための手がかりを見つ
けてくれるものとされています。 
この「住みたくなるまちづくり」を目指すには、
中間市に「夢」が持てるまち、「夢」がつまったま
ちであるべきだと考えています。 

将来像の実
現に向け、自然環境や立地を活かしながら、温故
知新を旨として、経済や社会の変化に即し、限ら
れた行政資源を有効活用しつつ、将来に亘って持
続可能な「夢のあるまちなかま」を目指したまち
づくりを進めます。 

豊かな水源とともに織りなされた歴史と文化のも
「夢がかなうまち なかま」

（中略） 
1977（昭和 52

守り、「豊かなまちづくり」を進めていこうという
ものです。「豊かなまちづくり」には「住みたくな
るまちづくり」の意味が込められており、その指標
とされるべきものとして、心に潤いを持たせ、豊か
な心を育んでいくための手がかりを見つけてくれ
るものとされています。 
この「住みたくなるまちづくり」を目指すには、
中間市は「夢」がかなうまち、「夢」をつかめるま
ちであるべきだと考えています。 

豊かな自然環
境や立地を活かしながら、温故知新を旨として、限
られた行政資源を有効活用しつつ経済や社会の変
化に対応していく、将来に亘って持続可能な「夢が
かなうまち なかま」を目指したまちづくりを進め
ます。 
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（修正案） 
1977（昭和 52

を守り、「豊かなまちづくり」を進めていこうとい
うものです。「豊かなまちづくり」には「住みたく
なるまちづくり」の意味が込められています。 
この「住みたくなるまちづくり」を目指すには、
中間市に「夢」が持てるまち、「夢」がつまったま
ちであるべきだと考えています。 

豊かな自然
環境や立地を活かしながら、温故知新を旨として、
限られた行政資源を有効活用しながら経済や社会
の変化に対応していく、将来に亘って持続可能な
「夢のあるまちなかま」を目指したまちづくりを
進めます。 

5 
関係
者の
意見 

22 

政策３「産業」  

文章を以下のように修正してはいかがでしょう
か。 
（原文） 
地域活性化に向け、雇用の安定と拡大を目指す
上で、魅力ある多様な就業の機会を創出すること
は重要です。そのためには、
高い商業の集積や、若者が定住できる就業の場の
確保に向けた企業の誘致、既存企業定着の支援、創
業の支援、付加価値の高い農業産品の生産による
安定した就農基盤の整備など、各種産業の振興を
図る必要があります。 
↓ 
（修正案） 
地域活性化に向け、雇用の安定と拡大を目指す
上で、魅力ある多様な就業の機会を創出すること
は重要です。そのためには、就業の場の確保や商業
集積など、職住が近接し、生活利便性の高い環境を
つくっていくことが重要です。これに向けて、企業
の誘致、既存企業定着の支援、創業の支援、付加価
値の高い農業産品の生産による安定した就農基盤

右記のとおり修正したいと考えます。 地域活性化に向け、雇用の安定と拡大を目指す
上で、魅力ある多様な就業の機会を創出すること
は重要です。そのためには、
が高い商業の集積や、若者が定住できる就業の場
の確保に向けた企業の誘致、既存企業定着の支
援、創業の支援、付加価値の高い農業産品の生産
による安定した就農基盤の整備など、各種産業の
振興を図る必要があります。 

地域活性化に向け、雇用の安定と拡大を目指す上
で、魅力ある多様な就業の機会を創出することは重
要です。そのためには、就業の場の確保や商業集積
など、職住が近接し、生活利便性の高い環境を整え
ていくことが重要です。これに向けて、企業の誘致、
既存企業定着の支援、創業の支援、付加価値の高い
農業産品の生産による安定した就農基盤の整備な
ど、各種産業の振興を図る必要があります。 
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の整備など、各種産業の振興を図る必要がありま
す。 

6 
関係
者の
意見 

22 

政策４「保健福祉」 

文章を以下のように修正してはいかがでしょう
か。 
（原文） 
本格的な人口減少社会が到来し、急速な少子・高
齢化社会へと変化する一方で、核家族化の進展、地
域のつながりの希薄化が指摘され、多様な子育て
支援サービスの充実に対する諸課題は、明確に顕
在化してきています。一人ひとりの子どもが健や
か
て支援策の充実・強化を図る必要があります。 
また、高齢化の進行に伴い介護需要が高まるこ
とが想定されており、
識を高め、運動や食生活などの生活習慣の改善、健
診などによる早期発見・早期治療を促し、介護予防
事業の充実を図るなど、健康増進と医療費の適正
化に努める必要があります。 
↓ 
（修正案） 
本格的な人口減少社会が到来し、急速な少子・高
齢化社会へと変化する一方で、核家族化の進展や
地域のつながりの希薄化が指摘され、子育てや高
齢者福祉に関する諸課題は、明確に顕在化してき
ています。 
このため、
することができる社会を目指して、子育て支援策
の充実・強化を図る必要があります。 
また、高齢化の進行に伴い医療や介護の需要が
高まることが想定されていることから、
康増進に関する意識を高め、運動や食生活などの
生活活習慣の改善、健診などによる病の早期発見・
早期治療を促し、介護予防事業の充実を図るなど、
健康増進と医療費の適正化に努める必要がありま
す。 

右記のとおり修正したいと考えます。  本格的な人口減少社会が到来し、急速な少子・
高齢化社会へと変化する一方で、核家族化の進
展、地域のつながりの希薄化が指摘され、多様な
子育て支援サービスの充実に対する諸課題は、明
確に顕在化してきています。一人ひとりの子ども

て、子育て支援策の充実・強化を図る必要があり
ます。 
また、高齢化の進行に伴い介護需要が高まるこ
とが想定されており、
識を高め、運動や食生活などの生活習慣の改善、
健診などによる早期発見・早期治療を促し、介護
予防事業の充実を図るなど、健康増進と医療費の
適正化に努める必要があります。 

本格的な人口減少社会が到来し、急速な少子・高
齢化社会へと変化する一方で、核家族化の進展や地
域のつながりの希薄化が指摘され、子育てや高齢者
福祉に関する諸課題は、明確に顕在化してきていま
す。このため、
することができる社会を目指して、子育て支援策の
充実・強化を図る必要があります。 
また、高齢化の進行に伴い医療や介護の需要が高
まることが想定されていることから、
進に関する意識を高め、運動や食生活などの生活習
慣の改善、健診などによる病の早期発見・早期治療
を促し、介護予防事業の充実を図るなど、健康増進
と医療費の適正化に努める必要があります。 
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7 
関係
者の
意見 

23 

政策５「教育」 

文章を以下のように修正してはいかがでしょう
か。 
（原文） 
社会構造が大きく変化し、将来を予測すること

性を認識するとともにあらゆる他者を価値ある存
在として尊重し、多様な人々と協働しながらさま
ざまな社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り
拓き、持続可能な社会の創り手となることが求め
られています。
↓ 
（修正案） 
社会構造が大きく変化し、将来を予測すること

性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある
存在として尊重し、多様な人々と協働しながら、持
続可能な社会の創り手となって豊かな人生を共に
歩むことが望まれます。

右記のとおり修正したいと考えます。 社会構造が大きく変化し、将来を予測すること

能性を認識するとともにあらゆる他者を価値あ
る存在として尊重し、多様な人々と協働しながら
さまざまな社会的変化を乗り越え、豊かな人生を
切り拓き、持続可能な社会の創り手となることが
求められています。

社会構造が大きく変化し、将来を予測することが

を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在
として尊重し、多様な人々と協働しながら、さまざ
まな社会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創り
手となって豊かな人生を切り拓き共に歩むことが
望まれます。

8 
関係
者の
意見 

24 

政策６「安全安心」 

文章を以下のように修正してはいかがでしょう
か。 
（原文） 
６月から９月ごろまでの梅雨期や台風時期は災
害に備え、関係機関と協力し、警戒に当たっていま
す。一方で、近年は、突発的かつ局地的な集中豪雨
が頻発するようになり、その対応が求められてい
ます。 
（中略） 
また、少子高齢化、核家族化の進行に伴い、空き
家の増加や高齢者を狙った犯罪の増加、高齢者が
関わる交通事故への対策も重要となっています。
↓ 
（修正案） 
気候変動の影響により激甚化・頻発化する自然

右記のとおり修正したいと考えます。 ６月から９月ごろまでの梅雨期や台風時期は
災害に備え、関係機関と協力し、警戒に当たって
います。一方で、近年は、突発的かつ局地的な集
中豪雨が頻発するようになり、その対応が求めら
れています。 
（中略） 
また、少子高齢化、核家族化の進行に伴い、空
き家の増加や高齢者を狙った犯罪の増加、高齢者
が関わる交通事故への対策も重要となっていま
す。

気候変動の影響により激甚化・頻発化する自然災

減災の取り組みをさらに強化する必要があります。 
現在、６月から９月ごろまでの梅雨期や台風時期
は災害に備え、関係機関と協力し、警戒に当たって
いますが、近年は、突発的かつ局地的な集中豪雨が
頻発するようになり、より迅速な対応が求められて
います。 
（中略） 
また、少子高齢化、核家族化の進行に伴い、管理
不全となる空き家、高齢者を狙った犯罪、高齢者が
関わる交通事故等、安全・安心に関する懸念事項が
増加傾向にあり、これらへの対策も重要となってい
ます。
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災・減災の取り組みをさらに強化する必要があり
ます。 
現在、６月から９月ごろまでの梅雨期や台風時
期は災害に備え、関係機関と協力し、警戒に当たっ
ているところですが、近年は、突発的かつ局地的な
集中豪雨が頻発するようになり、より迅速な対応
が求められています。 
（中略） 
また、少子高齢化、核家族化の進行に伴い、管理
不全となる空き家、高齢者を狙った犯罪、高齢者が
関わる交通事故等、安全・安心に関する懸念事項が
増加傾向にあり、これらへの対策も重要となって
います。

9 
関係
者の
意見 

24 

25 

政策７「行政経営」 

文章を以下のように修正してはいかがでしょう
か。 
（原文） 
本市が抱える行政経営上の課題として、再任用
職員・会計年度職員の増加等による市政運営体制
の脆弱化、財政構造改革の遅延、公共施設の老朽
化、新型コロナウイルスの感染拡大による影響へ
の対策等が挙げられます。 

にきめ細やかな対応ができるよう、多様な主体が
担い手として積極的に参加し、力を合わせてまち
づくりに取り組むことが重要となります。 
さらに、人口減少・少子高齢社会にあっても地域
を活性化し経済を持続可能なものとするために
は、連携中枢都市圏構想の下で広域連携を推進す
ることが重要であり、北九州市を中心に近隣の市
町が連携する北九州都市圏域の構成自治体である
本市としましては、産業特性や地理的特性、生活圏
などを考慮した上で地域のさらなる活性化に繋げ
ていくことが必要となります。 
これらのことから、行政運営のさまざまな効率

右記のとおり修正したいと考えます。 本市が抱える行政経営上の課題として、再任用
職員・会計年度職員の増加等による市政運営体制
の脆弱化、財政構造改革の遅延、公共施設の老朽
化、新型コロナウイルスの感染拡大による影響へ
の対策等が挙げられます。 
（中略） 
また、老朽化が進む公共施設について計画的な

し進めていく必要があります。 
上記課題を踏まえた「自立・協働・効率」の三
つの視点に基づく施策の実施による「将来にわた
って持続可能なまち」を目指したまちづくりを推
進することで、各政策の推進や各政策間の調整を
図ります。

本市が抱える行政経営上の課題として、市政運営
体制の脆弱化、財政構造改革の遅延、公共施設の老
朽化、新型コロナウイルスの感染拡大による影響へ
の対策等が挙げられます。 
（中略） 
また、老朽化が進む公共施設については、限られ
た予算の中で、適切に維持・管理していくために、

上で推し進めていく必要があります。 
上記課題を踏まえ、「自立・協働・効率」の三つ
の視点を基本として、各部門間の調整を図りつつ政
策を推進することにより「将来にわたって持続可能
なまち」の実現を目指します。
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って必要な公共サービスが安定的に供給される地
域社会を構築する必要があります。 
また、老朽化が進む公共施設について計画的な

進めていく必要があります。 
上記課題を踏まえた「自立・協働・効率」の三つ
の視点に基づく施策の実施による「将来にわたっ
て持続可能なまち」を目指したまちづくりを推進
することで、各政策の推進や各政策間の調整を図
ります。 
 ↓ 
（修正案） 
本市が抱える行政経営上の課題として、市政運
営体制の脆弱化、財政構造改革の遅延、公共施設の
老朽化、新型コロナウイルスの感染拡大による影
響への対策等が挙げられます。 
このため、行政運営のさまざまな効率化を進め、

公共サービスが安定的に供給される地域社会を構
築する必要があります。 
さらに、人口減少・少子高齢社会にあっても地域
を活性化し経済を持続可能なものとするために
は、連携中枢都市圏構想の下で広域連携を推進す
ることが重要であり、北九州市を中心に近隣の市
町が連携する北九州都市圏域の構成自治体である
本市としましては、産業特性や地理的特性、生活圏
などを考慮した上で地域のさらなる活性化に繋げ
ていくことが必要となります。 
そのためには、多様化、高度化している今日の市

やかな対応ができるよう、多様
な主体が担い手として積極的に参加し、力を合わ
せてまちづくりに取り組むことが重要となりま
す。
また、老朽化が進む公共施設については、限られ
た予算の中で、適切に維持・管理していくために、
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上で推し進めていく必要があります。 
上記課題を踏まえ、「自立・協働・効率」の三つ
の視点を基本として、各部門間の調整を図りなが
ら一丸となって政策を推進することで「将来にわ
たって持続可能なまち」の実現を目指します。

10 
関係
者の
意見 

全体を通して 

の中で打ち出せばよいのではないか。 

総合計画は市が向かうべき方向性を指し示すも
のであり、具体的な事象についてはその下位に立案
される実施計画や分野別の個別計画で定めること

口減少及び少子高齢化の進行を見据え将来にわた
り持続可能な社会構築を目指すことを示している

先述の実施計画や個別計画で反映されてくるもの
となります。 


